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JEPX連係システム（新システム）とは

JEPXサーバー 事業者サーバー

JEPX専用線

クラウド環境接続点

• Amazon Web Service
• Microsoft Azure
• Google Cloud Platform
• IBM Cloud

• サーバー間連係システム

• 専用線内でのSocket通信
• 1つのSocketを複数会員で利用可能

接続点は事業者が用意する。



新システムと現行システム

現行スポットシステム

新スポットシステム

画面より入札

APIより入札

入札情報の連係

約定情報の連係

現行清算システム

清算情報の連係

事業者システム

専用線接続

スポット市場取引システム

• 現行システムを並行稼働させます。
• 並行稼働期間は、各社の対応状況を確認のうえ、決定します。
• 現行システム利用では、費用（専用線利用と同程度）負担を求める予定です。

時間前市場取引システム

• 現行システムから新システムに完全移行します。並行稼働しません。



新システムのスケジュール（案）

年月 スポット取引 時間前取引

25/05 API仕様書公開

25/06

25/07

25/08

25/09

25/10 テスト環境用意開始

25/11

25/12 テスト環境用意開始

26/01

26/02 新システム稼働（並行稼働有り）

26/03

26/04 年会費・手数料の見直し※

新システム稼働（並行稼働無し）

26/05

変更前 変更後
年会費 36万円 200万円
スポット手数料 30円/MWh 1円/MWh
時間前手数料 100円/MWh 5円/MWh
既存システム利用料 なし 30万円/月

専用線利用料：25万円/月

※手数料見直しの【案】

（定額制は廃止）



スポット取引システムの概要

入札データ作成

需要予測、発電機稼働データ等より1日分
の入札データを作成する。
自社システム内で修正等を繰り返し、入札を
確定させる。

入札データ送信

DAH1001,DAH1011にて入札データを全
てをまとめてJEPXサーバに送信する。

入札データ照会

DAH1002,DAH1012を利用し、送信した
入札データの入札番号を取得する。

入札データ修正

修正は対象データを削除⇒新規入札にて行
う。全入札を削除し、修正後再度全入札を
連係する、もしくは対象のみ行う。

AM10:00までに

約定データ確認

DAH1030を利用し、全約定データを取得し、
清算データの確認や、広域機関提出データ
の元とする。
各入札の結果確認には、DAH1004、
DAH1014を利用する。

清算書・請求書取得

DAH9001を利用して、清算書・請求書を
取得する。

約定処理は、毎日am10:00より行います。am10:05より一定
周期で「約定データ確認」を行ってください。約定データを作成後、
清算書を作成しますので、約定データ取得後、清算書・請求書
取得を一定周期で行って下さい。



スポット取引システム 主な変更箇所

• ユーザという単位はなくなります。

• 入札は階段式ではなく、1件ずつの入札となります。

• 入札単位に受渡コードを設定します。

売り成行入札価格=min(全体の買い入札、全体の売り入札)として同価格の指値入札より約定を優先します。

買い成行入札価格=max(全体の買い入札、全体の売り入札)として同価格の指値入札より約定を優先します。

• 入札を自由に区別設定する自由記載欄（100文字まで）を設けます。

• 成行入札（ブロックを除く）を導入する予定です。

他者の受渡コードを承諾なしに利用した場合、訴えられる可能性があります。ご注意下さい。



時間前取引システムの概要

板情報表示・約定データ表示

ITN1001を利用し、板情報および約定情報
を取得し、自社システム内で加工し表示する。

板情報・約定結果等を参照しつつ、自社の
発電状況、需要状況を含め、入札データを
作成する。

入札データ作成

約定データ確認

ITD1004を利用し、約定データを取得し、
清算データの確認や、広域機関提出データ
の元とする。
(一定周期で確認を回してください。）

清算書・請求書取得

ITD9001を利用して、清算書・請求書を取
得する。
（毎日am8:00より作成処理を実施しますの
で、am8:05より確認を数回実施下さい。）

入札データ送信

ITD1001を利用して1件ずつ入札データを
送信する。応答として入札番号を返します。

入札データ修正・削除

修正は対象データを削除⇒新規入札にて行
う。入札の削除は、ITD1002を利用して1
件ずつ入力します。



時間前取引システム 主な変更箇所

• ユーザという単位はなくなります。

• 入札単位に受渡コードを設定します。

成行入札とは、残量が板に載らず、同時に入札削除が行われる入札となります。

• 入札を自由に区別設定する自由記載欄（100文字まで）を設けます。

• 成行入札を導入する予定です。

他者の受渡コードを承諾なしに利用した場合、訴えられる可能性があります。ご注意下さい。



ご意見、ご質問は以下にお願いいたします。

to-i-a-wa-se@jepx.org

（付属資料）

• 接続技術書

• API仕様書（翌日市場システム）-スポット市場

• API仕様書（時間前市場取引システム）
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